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構���
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��
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��

��−重�����量��（hydrogen-deuterium exchange mass spectrometry: HDX-MS）
は、タンパク�の相�作⽤や構�同等性�価など、タンパク���構���に�常に有⽤な��⼿

�です。

裏⾯の��例もご�照ください。▶ 

HDX-MSは、重�中のタンパク�について、アミドプロトンの��から重��への����を�時的にモニタリングするこ
とで、タンパク�の構���やタンパク�間の相�作⽤��を�らかにする⼿�です。ターゲットタンパク�の��量に制

�はなく、またラベリング等の作業⼯�を必�としません。さらに、X�構���よりも��に、かつNMRよりも⼤きなタ
ンパク�についても、��構�情�を�得することができます。

ユー・メディコは、2008年よりHDX-MS受�サービス��に向けた研�を開�し、Watersの�期HDX-MSシステムの開発
にも��いたしました。これまでに30件�上の受���があり、�常は90%�上、��が��と�われる膜タンパク�でも
�80%という�常に�いsequence coverageを�っています。国内�⼀のHDX-MS受�サービスプロバイダーとして、独
⾃のノウハウを基に�品�な���果をご提供いたします。

重�中のアミドプロトンの���� HDX-MSで�測される重����度（�量��）の�釈

先発品と�発品、あるいは⽣�ロット間

など、��構�レベルでの同等性�価が

可�です。

アミノ��異やストレスに�う構�・ダ

イナミクス����を�らかにします。

また、��タンパク�のドメイン内での

��を⾒ることも可�です。

エピトープなどの相�作⽤��や、相�作⽤に�って構�やダイナミクス

が��する��を同�できます。共有��性の相�作⽤も��可�です。

タンパク�−タンパク���体の他、タンパク�−ペプチド/����体、
タンパク�−�����体など、幅�く��しています。

水素−重水素交換質量分析
HDX-MS

生物物理学的特性評価サービス



構����SARS-CoV-2 3CL�異体の構���

ご希望に応じたテーラーメイドな分析をご提案いたします。
お気軽にご相談ください。
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Abe K. et al., Scientific Reports. (2022)

野⽣型（上）とPro108Ser�異体（下）の重����度の����
�軸はそれぞれのペプチドを、�軸は重����度の��を⽰す。正の�のペプチ

ドは、野⽣型に�べて��から��されており、負の�のペプチドは野⽣型に�べ

て��に露�している。

相�作⽤����シトクロームC�体のエピトープマッピング

�年、��な�⼤を⽰しているSARS-CoV-2は、その他のHIVなどのウイルスと同�に、�染��での��に不可�な3CLプロテアーゼを有
しています。この3CLプロテアーゼ阻��は、ウイルス�染�の��薬となっており、SARS-CoV-2でも�療薬のターゲットとなると期待さ
れています。2020年�夏に流⾏したSARS-CoV-2の3CLには、Pro108Ser�異が⾒られ、�染⼒は�いものの重��率は�下していまし
た。HDX-MSにより、Pro108Ser�異体の構�を野⽣型と��したところ、基�����に構�の�みが��されました。この�みが、酵�
活性の�下を招き、重��率の�下に�がったと�えられます。この知⾒はSARS-CoV-2の3CLをターゲットとした�療薬開発の⼀助になる
と�えられます。

その他の��例

ストレスを�えた�体の構�����

�体とFcγRIIIaの相�作⽤��

タンパク�と���の相�作⽤��

タンパク�とssDNAの相�作⽤��
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Pro108Ser�異体の立体構�
ピンクで�付けされた領域は、野⽣型に�べて��に

露�していることがHDX-MSより�らかになった。

シトクロームCを��とするE8�体（Fab）のエピトープ��を、HDX-MSにより��しました。シトクロームCと�体の相�作⽤が�いた
め、エピトープだけでなくパラトープも同時に��できました。すでに�告されているX�立体構���の�果と⼀�し、さらにX�立体構
���では不�だった構�����についても同�することができました。

シトクロームC−E8�体��体の立体構�

重�中での�時的�量��

各ペプチド�⽚について、シトクロームC−E8�体��体（グレー）とそれぞ
れの単体（黒）で、重�中での�量��を��したもの。��けは上の立体構

�上のプロットに��する。


